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概要 

鉄道の中で踏切事故の発生件数は多く，鉄道の安全・安定輸送を図る上での課題とされている．既存の踏切制御装置は，踏切区間への

接近を検知する装置と踏切道からの進出を検知する装置を配置して制御する方式がとられる．これに対し，踏切制御装置と列車の車上装置

が情報交換を行って制御する閉電路制御式の踏切制御システムが提案され，課題を低減するものとして期待されている．本論文では 3 種の

閉電路制御式として，分散制御方式，集中一括制御方式，集中逐次制御方式を紹介し，既存踏切制御システムと比べたときの安全性に

ついて評価する．安全性の評価には，ソフトウェア集約的なシステムに対応した新しい事故評価モデル STAMP を用いて行い，制御方式によ

る安全性上の優劣を明らかにする． 
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